
 

今
年
の
夏
は
、
７
月
に
猛
烈
な
台
風
が

襲
っ
た
か
と
思
え
ば
、
８
月
に
入
っ
て
か

ら
は
観
測
史
上

高
気
温
を
記
録
し
、
猛

烈
な
暑
さ
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
、
異
常
と

も
言
え
る
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

ご
存
じ
の
通
り
、
人
為
的
な
「
地
球
温
暖

化
」
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
異
常
気
象

は
こ
れ
と
関
連
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
は
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
進
め
た
り
、
温
室
効
果
ガ

ス
（
二
酸
化
炭
素
、
代
替
フ
ロ
ン
、
メ
タ

ン
な
ど
）
の
排
出
量
を
減
ら
す
な
ど
の
取

り
組
み
が
重
要
で
す
。
し
か
し
、
残
念
な

が
ら
日
本
の
現
況
で
は
、
京
都
議
定
書
の

削
減
目
標
を
達
成
で
き
な
い
見
込
み
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

二
酸
化
炭
素
に
つ
い
て
は
、
工
場
等
か

ら
の
排
出
量
は
漸
減
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

運
輸
・
業
務
・
民
生
部
門
で
は
削
減
ど
こ

ろ
か
依
然
増
加
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
行
動
が
重
要
で
あ

る
と
言
え
ま
す
。

私
の
行
動
を
、
例
と
し
て
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。
●
所
用
や
レ
ジ
ャ
ー
等
で
の
自
家

用
車
利
用
を
や
め
、
電
車
・
バ
ス
等
公
共

交
通
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
（
実
は
、
自

家
用
車
そ
の
も
の
を
や
め
て
し
ま
い
ま
し

た
。
渋
滞
や
駐
車
場
代
や
高
い
ガ
ソ
リ
ン

代
を
気
に
し
な
く
て
済
ん
で
い
ま
す
。
）

●
住
居
の
冷
房
の
設
定
温
度
を
上
げ
ま
し

た
。
そ
れ
だ
け
で
は
暑
が
り
の
私
は
苦
し

い
の
で
、
扇
風
機
を
購
入
し
て
併
用
し
て

い
ま
す
。
●
住
居
内
の
白
熱
電
球
を
、
順

次
ボ
ー
ル
形
蛍
光
灯
に
置
き
換
え
て
い
ま

す
。
確
か
に
購
入
価
格
は
高
い
で
す
が
、

明
る
い
上
に
消
費
電
力
は
四
分
の
一
く
ら

い
に
抑
え
ら
れ
、
し
か
も
長
寿
命
で
す
。

●
店
舗
の
照
明
を
、
日
中
は
一
部
消
灯
し

て
い
ま
す
。

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
本
当
に
ひ
と
り

ひ
と
り
の
小
さ
な
こ
と
で
も
、
「
ち
り
も

積
も
れ
ば
…
」
で
す
。
で
き
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、
今
か
ら
で
も
始
め
て

み
ま
し
ょ
う
。
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ザ
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★
営
業
時
間
の
ご
あ
ん
な
い
★

平
日
・
土
曜
…
AM
10
時
～
PM
7
時
30
分

日
曜
・
祝
日
…
AM
11
時
～
PM
6
時
30
分

◎
8
月
28
日
、
9
月
4
、
5
、
11
、
16
日

は
休
業
日
で
ご
ざ
い
ま
す
。

メガネの
祐一郎君の
アドバイス

温
暖
化
防
止
に
で
き
る
こ
と

都
立
産
業
技
術
高
専

も
の
づ
く
り
工
学
科
・
吉
田
喜
一

全
国
商
工
団
体
連
合
会
（
略
称
「
全
商

連
」
）
と
い
う
中
小
・
零
細
企
業
が
集
ま
る

団
体
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
全
商
連
と
各
種
団

体
が
２
年
に
１
回
「
中
小
商
工
業
全
国
交
流

・
研
究
集
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
も
何

回
か
前
か
ら
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
１

人
で
す
。
今
年
は
９
月
１
日
（
月
）
ー
３
日

（
水
）
静
岡
市
の
「
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
静
岡
」

で
15
回
目
の
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

毎
回
２
０
０
０
人
以
上
の
中
小
商
工
業
の

業
者
が
集
ま
り
ま
す
。
１
日
（
月
）
午
後
は

全
体
集
会
で
す
。
駒
澤
大
学
の
吉
田
敬
一
教

授
に
「
少
子
高
齢
化
時
代
こ
そ
中
小
商
工
業

者
の
出
番
」
と
い
う
基
調
講
演
を
し
て
頂
け

ま
す
。
吉
田
敬
一
先
生
の
大
変
分
か
り
や
す

い
講
演
は
，
中
小
業
者
の
や
る
気
を
引
き
出

す
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
な
り
ま
す
。

吉
田
敬
一
先
生
の
講
演
予
定
概
要
を
紹
介

し
ま
す
。
「
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
の

基
本
は
，
平
和
憲
法
の
精
神
に
基
づ
い
た
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
雇
用
・

労
働
・
生
活
環
境
づ
く
り
．
地
域
社
会
に
雇

用
の
場
を
提
供
す
る
中
小
企
業
・
自
営
業
の

安
定
し
た
発
展
は
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

の
基
本
で
す
。
子
育
て
は
家
庭
・
学
校
・
地

域
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
こ
そ
効
果
が
あ
り

ま
す
．
多
様
な
世
代
・
条
件
の
人
々
が
地
域

に
定
住
し
て
生
ま
れ
る
の
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
．

少
子
高
齢
化
の
到
来
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
核
で
あ
る
中
小
商
工
業
者
の
出
番
を
待
っ

て
い
ま
す
！
！
」
な
ん
と
格
調
高
い
文
章
か

と
思
い
ま
す
。

１
日
（
月
）
の
夜
は
３
つ
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
ま
す
。
そ
の
一
つ

が
「
極
め
る
－
技
術
・
商
売
」
で
，
私
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
ま
す
。
磨
き
ぬ
か
れ

た
熟
練
の
技
術
・
技
能
、
あ
っ
と
驚
く
知
恵

と
工
夫
、
．
中
小
企
業
な
ら
で
は
の
役
割
と

存
在
が
輝
く
、
業
者
の
仕
事
の
魅
力
を
交
流

し
ま
す
。
２
日
（
火
）
は
２
０
あ
る
分
科
会

の
１
つ
「
新
製
品
・
新
分
野
の
開
拓
と
産
学

連
携
－
国
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
新
製
品
の

開
発
と
産
学
公
連
携
」
の
助
言
者
に
私
が
な

り
ま
す
。
３
日
（
水
）
午
前
の
全
体
会
は
小

山
内
美
枝
子
さ
ん
（
金
八
先
生
の
脚
本
家
）

の
記
念
講
演
「
地
球
市
民
と
し
て
生
き
る
」

が
あ
り
ま
す
。
ご
都
合
つ
け
ば
是
非
参
加
し

ま
せ
ん
か
。
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